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【手続補正書】
【提出日】令和3年7月21日(2021.7.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物理的表面または生体表面上の疑わしい病原性微生物の成長を阻害するため、またはそ
れらを死滅させるための方法であって、前記物理的表面または生体表面を、
　構造（Ｉ）
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【化１】

　（式中、Ｒ１およびＲ２は、フェニル環の任意の利用可能な位置にある独立した置換基
であり、ｍおよびｎは、独立して、前記フェニル環上の置換基の数をそれぞれ表す１、２
、または３であり、
　各Ｒ１、Ｒ２は、独立して、ヒドロキシ、チオール、－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、－
（Ｃ１－Ｃ６）ＲＨ”（式中、ＲはＯもしくはＳである）、または（ハロ）ｐ（Ｃ１－Ｃ

６）アルキル－（式中、ｐは１、２、もしくは３である）から選択される）を有する抗微
生物的に有効な量の置換トラン化合物、およびその塩を含む抗微生物製剤と接触させるこ
とを含むが、
　但し、前記置換トラン化合物は、３，４’，５－トリヒドロキシトランではない、方法
。
【請求項２】
　前記トランはメトキシトランである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　Ｒ１およびＲ２の少なくとも１つはヒドロキシである、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　Ｒ１は－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシであり、ｍは１または２である、請求項１に記載の
方法。
【請求項５】
　Ｒ２はヒドロキシルであり、ｎは１、２、または３である、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　Ｒ２はヒドロキシルであり、ｎは１、２、または３である、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記置換トランは、４，４’－ジヒドロキシトラン、４，４’－ジヒドロキシ－３－メ
トキシトラン、４－ヒドロキシ－４’－メトキシトラン、３，５，３’，５’テトラヒド
ロキシトラン、２，４，４’－トリメトキシトラン、３，５，３’，５’テトラメトキシ
トラン、および４－ヒドロキシ－４’－トリフルオロメチルトランから選択される、請求
項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記置換トラン化合物は、前記抗微生物製剤の総重量に基づいて約０．０１重量％～約
３０重量％の量で存在する、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記抗微生物製剤は、約４．１～約８．５のｐＨを有し、前記抗微生物製剤は、洗浄剤
および第２の抗微生物剤をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記洗浄剤は実質的にフェノールを含まない、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記表面は、滅菌されなければならず、かつ手術手技を通して無菌状態を維持しなけれ
ばならない、手術機器、手術器具、天板表面、および調理表面から選択される物理的表面
である、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
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　前記表面は、皮膚が完全に無傷ではない部位の生体表面であり、前記部位は、静脈内ラ
インまたはポート、動脈ラインまたはポート、ＰＩＣＣライン、カテーテル、ドレイン、
および切開部位から選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　細菌バイオフィルムをインサイチュで破壊することをさらに含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項１４】
　前記表面は、皮膚、頭皮、毛髪、目、粘膜、ならびに内側および外側開口部から選択さ
れるヒト生体表面である、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記疑わしい病原性微生物はグラム陰性細菌である、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記疑わしい病原性微生物はグラム陽性細菌である、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記疑わしい病原性微生物は真菌である、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記疑わしい病原性微生物は、メチシリン耐性Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒ
ｅｕｓ（ＭＲＳＡ）、Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ、Ａｃｉｎｅｔｏ
ｂａｃｔｅｒ　ｂａｕｍａｎｎｉｉ、およびＥ．ｃｏｌｉ種から選択される細菌性病原体
である、請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記疑わしい病原性微生物はＣａｎｄｉｄａ属の真菌である、請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記抗微生物製剤が抗生物質をさらに含むか、または前記物理的表面もしくは生体表面
が前記抗生物質とさらに接触させられる、請求項１に記載の方法。
【請求項２１】
　前記トラン化合物は、約０．００８ｍＭ～約１ｍＭの範囲の濃度で前記抗微生物製剤中
に存在する、請求項１に記載の方法。
【請求項２２】
　前記トラン化合物は、約０．６２５ｍＭの濃度で前記抗微生物製剤中に存在する、請求
項１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記トラン化合物は、前記抗微生物製剤の総重量に基づいて約０．１重量％～約３０重
量％の範囲の量で前記抗微生物製剤中に存在する、請求項１に記載の方法。
【請求項２４】
　前記トラン化合物は４－ヒドロキシ－４’－メトキシトランを含む、請求項１に記載の
方法。
【請求項２５】
　抗微生物製剤の製造における構造（Ｉ）
【化２】

　（式中、Ｒ１およびＲ２は、フェニル環の任意の利用可能な位置にある独立した置換基
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であり、ｍおよびｎは、独立して、前記フェニル環上の置換基の数をそれぞれ表す１、２
、または３であり、
　各Ｒ１、Ｒ２は、独立して、ヒドロキシ、チオール、－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、－
（Ｃ１－Ｃ６）ＲＨ”（式中、ＲはＯもしくはＳである）、または（ハロ）ｐ（Ｃ１－Ｃ

６）アルキル－（式中、ｐは１、２、もしくは３である）から選択される）を有する置換
トラン化合物、およびその塩の使用であって、
　但し、前記置換トラン化合物は、３，４’，５－トリヒドロキシトランではない、使用
。
【請求項２６】
　前記置換トランは、４，４’－ジヒドロキシトラン、４，４’－ジヒドロキシ－３－メ
トキシトラン、４－ヒドロキシ－４’－メトキシトラン、３，５，３’，５’テトラヒド
ロキシトラン、２，４，４’－トリメトキシトラン、３，５，３’，５’テトラメトキシ
トラン、および４－ヒドロキシ－４’－トリフルオロメチルトランから選択される、請求
項２５に記載の使用。
【請求項２７】
　バイオフィルム破壊剤の製造における構造（Ｉ）
【化３】

　（式中、Ｒ１およびＲ２は、フェニル環の任意の利用可能な位置にある独立した置換基
であり、ｍおよびｎは、独立して、前記フェニル環上の置換基の数をそれぞれ表す１、２
、または３であり、
　各Ｒ１、Ｒ２は、独立して、ヒドロキシ、チオール、－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、－
（Ｃ１－Ｃ６）ＲＨ”（式中、ＲはＯもしくはＳである）、または（ハロ）ｐ（Ｃ１－Ｃ

６）アルキル－（式中、ｐは１、２、もしくは３である）から選択される）を有する置換
トラン化合物、およびその塩の使用であって、
　但し、前記置換トラン化合物は、３，４’，５－トリヒドロキシトランではない、使用
。
【請求項２８】
　前記置換トランは、４，４’－ジヒドロキシトラン、４，４’－ジヒドロキシ－３－メ
トキシトラン、４－ヒドロキシ－４’－メトキシトラン、３，５，３’，５’テトラヒド
ロキシトラン、２，４，４’－トリメトキシトラン、３，５，３’，５’テトラメトキシ
トラン、および４－ヒドロキシ－４’－トリフルオロメチルトランから選択される、請求
項２７に記載の使用。
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